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インド仏教復興運動の軌跡とその現況



































































































































































































































































































































































［13］ 私は全生類を慈しみ守る。 ［14］ 私は盗みを働かない。
［15］ 私は嘘をつかない。 ［16］ 私は不貞49）を働かない。
［17］ 私は酒を飲まない。
［18］ 私はブッダのダルマの三原理である知識、戒律、慈悲を私の人生の導きの光とする。
［19］ 私は、人類の繁栄に弊害をもたらし、人を差別し、私を劣った者として扱う、元の宗教であ
るヒンドゥー教を捨て、ブッダのダルマを受け入れる。
［20］ 私は仏教こそが正しい教え（saddhamma）であると確信する。
［21］ 私は新たに生まれ変わったことを確信する。
［22］ 私はこれからブッダによって説かれた戒めや教理に従って行動することを誓う。50）
上記の誓いの言葉のうち、［1］から［8］および［19］はバラモン教あるいはヒンドゥー教との決別を
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表明するもので、［9］と［10］は仏教の平等主義の宣言、また［11］と［12］は八正道や10の徳目など実
践面を規定するものとなっている。［13］から［17］はいわゆる〈五戒〉である。［18］から［22］は、ブッ
ダのダルマを人生の指針とし正しい教えであると確信すること、また仏教への改宗によって生まれ変
わり、新たな人生を歩み始めることを宣誓する、という内容となっている。
この22の誓いは現在も、毎年9月あるいは10月にナグプール市内のディクシャー・ブーミ（改
宗広場）で行われる大改宗式において新たに仏教徒に改宗する人々によって唱えられている。仏教へ
の改宗による恩恵は人によって様々であるが、改宗が必ずしも経済・社会面での劇的な向上をもたら
すとは限らず、個人レベルではむしろ「仏教徒になること」による精神面での変化 「不可触民」・
「劣った生まれ」・「マハール」などといった過去のレッテルからの脱却、「仏教徒」という新しいアイ
デンティティの獲得、自尊心の回復、高い自己評価と他者を尊重する心、上位カーストの人々との平
等意識の自覚など が顕著であるという。51）
ナグプールという〈地域〉の意味するところ
すでに述べた通り、アンベードカルが改宗宣言を行ったのはナグプールという地においてである。
ナグプールは、デカン高原の真ん中に位置し、マハーラーシュトラ州ではムンバイに次ぐ大都市であ
る。アンベードカルは大改宗式の翌日、改宗式会場で民衆を前にナグプールを選定した理由について
以下のように述べている。
多くの人々が抱いている疑問の第一は、なぜ会場がナグプールになったのかということでしょう。
……インドにおける仏教の歴史を学んだことがある者ならば、仏教の宣教の初期に働いた人々が
ナーガ族であったことを知っているでしょう。ナーガ族は非アーリヤ人であり、アーリヤ人とナー
ガ族とは激しく敵対していました。アーリヤ人と非アーリヤ人との間に、数多くの戦いがありま
した。アーリヤ人はナーガ族の絶滅を望みました。プラーナ文献には、このことに関連した伝説
が多く見出されます。アーリヤ人はナーガ族を焼き殺しました。聖仙アガスティヤが一人のナー
ガを救いました。そして、私たちはそのナーガの子孫だと考えられています。……そして、彼ら
のうちの大多数がナグプールに住んでいました。この市の中を、ナーガ川という名の川が流れて
いました。ナーガ族はこの川の河岸に住んでいたようです。これが、この偉大な機会にナグプー
ルを選んだ主な理由であって、他の理由はありません。この地が改宗式のために選ばれたことに
ついて、どのような誤解があってはなりません。52）
アンベードカルはこれまで不可触民制や仏教の起源を人種や民族の違いに求めることはなかったが、
改宗の時点では、自分たちの祖先がアーリヤ人に対抗した先住民ナーガ（＝龍）族であったことを強
インド仏教復興運動の軌跡とその現況 35
調している。
なお、ナグプールでは、改宗式以前にもアンベードカルの指導下にしばしば不可触民の大会が開か
れており、ムンバイと並ぶ彼の活動の中心地であった。また、アンベードカルの出身カーストでもあ
る「マハール」の人口密度が最も高い地域の中心都市でもあった。マハールの民間伝承によると、彼
らの最初の王は「ナーガ」と呼ばれ、その子孫のナーガ王統は、ナグプール（＝Naga-pura＝龍の街）
を都としてマハーラーシュトラ地方に君臨していたという。53） アンベードカルにとって、ナグプール
という土地から仏教再生の新しい動きが起こったことは半ば必然的なことだったのである。
６ インド仏教復興運動の現況（ナグプール現地調査報告54））
日本人帰化僧・佐々井秀嶺師
アンベードカルの遺志を受け継ぎ、現在1億人とも1億5千万人ともいわれるインド仏教徒たち
の指導的立場にあるのが、日本人僧の佐々井秀嶺師である。彼はインドの民衆から「バンテージー55）」
と親しげに呼びかけられ、敬愛される存在である。人々が、佐々井師に近づき足元に額づいて敬意を
表する様子は在世当時のブッダの姿を彷彿とさせる。本章では、ナグプールでの現地調査で得られた
成果を元に、佐々井秀嶺師のインドでの活動と仏教復興運動の現況について報告したい。
佐々井師の波乱万丈の半生については、山際素男氏による『破天』に詳しいため、ここではその詳
細には立ち入らないが、以下に本論の内容に関連する主な経歴を紹介しておきたい。佐々井師は、
1935年、岡山県新見市に生まれた。1960年（25歳）真言宗智山派本山の高尾山薬王院において、山
本秀順貫主より得度を受け、1965年（30歳）、山本貫主の勧めでタイに留学する。2年後、タイから
インドへと渡り、ラージギルにある日本山妙法寺で修行する。その傍らラトナギリの大宝塔建築にも
従事する。1968年（33歳）、帰国直前の深夜に体験した神秘的な出来事56）を機にナグプールに移る。
これは、アンベードカルが亡くなってから約12年後のことである。アンベードカルと佐々井師の間
には直接的な親交はなく、佐々井師はナグプールを訪れて初めてアンベードカルの存在を知ったとい
う。同師は、ナグプールにおいてすでに求心力を失っていたインド仏教を立て直すべく布教活動を開
始する。1984年（49歳）、国内の不安定な政情の影響もあって国外退去命令が出されるが、佐々井
擁護の市民運動が起こり、1988年（53歳）にはインド国籍の取得が実現し、同時にラジブ・ガンディー
元首相より「アーリヤ・ナーガールジュナ」というインド名を授かる。1992年（57歳）、ブッダガ
ヤーのマハーボーディ寺院の奪還運動を開始する。数千人の仏教徒と敢行した5,000キロの大行進に
より全インドの注目を集めた。1994年（59歳）、マザーテレサ、ダライ・ラマ14世、ネルソン・マ
ンデラ、故アラファト議長ら歴代ノーベル平和賞受賞者も授与したアンベードカル国際賞を受賞する。
2003年（68歳）には、国家少数宗教委員会（NationalCommissionforMinorities,通称マイノリティ・
コミッション57））の仏教徒代表に選出される。2006年（71歳）、アンベードカル没後50周年の「黄
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金大祭」の導師を務め、7,000人の僧侶を得度させた。2009年（74歳）、「インド人僧」として44年
ぶりの一時帰国を果たす。
佐々井師にとっての「仏教」
佐々井師にとっての「仏教」とはいかなるものであるのか。以下に、現地での佐々井師へのインタ
ビュー、および各種メディアに掲載されたインタビュー記事を元に構成した佐々井師の思想の一端を
紹介したい。
 「闘う仏教」
アンベードカル以来の「仏教による社会変革」の精神を受け継ぎ、佐々井師もダリット民衆の解放
に尽力した。仏教というと平穏で物静かなイメージが付き物であるが、佐々井師にとっての仏教とは、
カーストに起因する社会の不正や差別に立ち向かい、社会の平和を目指して「闘う仏教」であり、民
衆の苦悩に寄り添いその声を聞き届ける「社会参画仏教（EngagedBuddhism）」である。山本宗補氏
によるインタビュー記事によると、佐々井師の「闘う仏教」とは、「人を殺すことではない。仏法の
法を武器として、社会を救うことだ。団結して示威行動し、デモ行進し、座り込むことだ。決して瞑
目する生活ではダメだ58）」というものであり、その闘う姿勢は、社会の不正に異を唱えつつもあくま
で武力行使は行わず平和的形態59）を取っていることがわかる。
 「行動する仏教」
佐々井師は、民衆のため、また仏教復興・伝道のために「行動すること」こそが僧侶としての本分
であると述べる。『男一代菩薩道』所収の小林三旅氏によるインタビューでは、「私は普通の坊さんの
ように、謙虚に、慎ましく、礼儀正しく、朝晩のお勤めもきちんとして、そういうことはできないん
です。そういう坊さんになったら、枠が小さくなってくる。本来、われわれ坊さんのお勤めというの
は行動なんですから60）」と述べている。
 「利他一利（利他一義
61））」
これは佐々井師が、「自利利他円満62）」という大乗仏教の代表思想を踏まえ、アンベードカルと自
身の立場を指して述べた言葉である。五木寛之氏との対談において佐々井師は、「アンベードカル博
士や私の仏教は、利他一利ですよ。大乗仏教では、自利利他円満といいますが、われわれはいくらつ
くしても、返ってくるものは何もありませんから63）」と語っている。五木氏は、佐々井師の立場を
「佐々井師の生きかたは、さらにそれ（＝自利利他円満）を推しすすめ、自らのいのちは捨てても他
者のいのちを救う、何も見返りは求めない、つまり自利を捨てた一利のみ、ということになる64）」と
解説している。
 「無私の境地」
『男一代菩薩道』における「彼ら（＝インド人）と一つになるということです。そのためには、『私』
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をぐーんと下げていかなければならない。現代の日本人感覚を捨ててですね、思いきりインド人と肩
を並べてゆくことで生きてゆく65）」という言葉や、『破天』に見られる「よし、決めた。金もいらぬ、
名もいらぬ、命もいらぬ66）」という言葉に代表されるように、佐々井師は、民衆の中に分け入り「無
私」の姿勢で彼らの苦悩や痛みに向き合おうとする。67） 佐々井師にとっては、「無私」の生き方がそ
のまま「悟り」へと通じる求道の道なのかもしれない。
 「極大乗」
佐々井師は、アンベードカルおよび自らの思想的立場を、小乗でも大乗でもなくそれらを越えた究
極の仏教、すなわち「極大乗」あるいは「超大乗」と呼んでいる。仏教は一つであるという信念から
日本の宗派仏教にも批判的である同師は、小乗仏教（上座部仏教）と大乗仏教という区分にも疑問を
呈する。自らの利益を捨て徹底的に他者のために尽くそうとする姿勢は既存の大乗仏教を超えたとこ
ろにあると考えるのである。
「聖音オーン」
佐々井師の宗教観は、仏教を一つと見なすことにとどまらない。中外日報におけるインタビュー記
事において、「……そこで森羅万象を包む『オーン（聖音）』の思想が仏教の本質であると直観しまし
た。今のインドには厳しい宗教的対立がありますから、一切の宗派を超え、仏教だけでなくすべての
宗教を『オーン』の一音に込めて、友愛的な世界のためにお互いに手を取り合っていこうという宗教
をこれから展開してきたいと思っています68）」と語っている通り、佐々井師の目指す宗教とは、仏教
内部の宗派間対立のみならず、イスラム教・キリスト教・ヒンドゥー教・仏教といった異なった宗教
間の対立をも乗り越えていくようなより普遍的でより高次の「友愛の宗教」なのである。69）
インドーラ・ブッダ・ビハール
佐々井師が建設に携わった寺院はインド全体で250以上を数え、ナグプールだけでも約80あると
いう。そのうち普段佐々井師が居住し、活動の拠点となっている寺院が、ナグプール市近郊のインドー
ラ地区にある「インドーラ・ブッダ・ビハール（インドーラ寺）」である。同寺院では、毎朝夕それ
ぞれ6時から1階本堂において勤行が行われている。ブッダに対する敬礼文、三帰依、五戒の唱和
の後、パーリ経典70）が順次読誦される。インドーラ寺には5－6名の出家僧が常駐しており、彼らは
一段高くなった内陣に着席し導師を務める。また、在家信者の代表がマイクを通して読経し、他の参
拝者がそれに合わせて唱和する。そして勤行の最後には、「南無妙法蓮華経」と「オーン・マニ・ペ
メ・フーム71）」が唱えられる。本堂における礼拝対象は、ブッダの立像である72）。参拝者の顔ぶれを
見ると、女性信者の姿が目立つ。なお、ナグプール市内の仏教寺院には、女性僧が運営を取り仕切る
寺院も存在するようである。インドはカースト制と同様、女性蔑視の傾向が強い社会であるため、イ
ンド仏教における女性の躍進は、今後も注目に値する。また本堂は、朝夕の勤行時以外周辺に住む信
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者たちに開放されており、民衆が集まり語らう憩いの場ともなっている。地下には若者たちがインター
ネットを利用できる場も設けられている。
マハーボーディ寺院返還運動
マハーボーディ寺院とは、ブッダがその下で悟りを開いたとされる「菩提樹」と悟りの直前まで瞑
想を行っていたとされる「金剛法座」のある場所の傍らに、アショーカ王の時代（紀元前3世紀）
に建てられた寺院であり、以来この地は仏教の一大聖地とされてきた。しかし、このマハーボーディ
寺院は現在に至るまで仏教徒ではなくヒンドゥー教徒の管理下にある。
事の発端は1949年に遡る。ビハール州議会はインド独立後、「BodhGayaTempleAct,1949」とい
う法令を制定し、ヒンドゥー教徒4名・仏教徒4名の計8名で構成される管理委員会に寺院の管理・
運営権を与えた。さらにこの管理委員会の委員長にはガヤー地区の地方行政長官が就任し、もしその
長官がヒンドゥー教徒でない場合は、ヒンドゥー教徒の委員長を立てなければならないとした。これ
は、9人の委員のうち5名がヒンドゥー教徒であることを意味し、実質的にマハーボーディ寺院の管
理権はヒンドゥー教徒側にあるということになる。
一方、1950年に施行されたインド共和国憲法第25・26条では宗教および宗教活動の自由が保障さ
れると共に、当該宗教に関連する事柄・所有物の管理権・運営権が認められている。さらに第13条
では、憲法施行前に発布された法律も、それらが憲法と矛盾する限り無効となるとされている。佐々
井師は、本来仏教徒が聖地として護持すべきマハーボーディ寺院が事実上ヒンドゥー教徒の手によっ
て管理・運営されている現状に疑問を感じ、マハーボーディ寺院返還運動の総指揮を引き受けた。
このマハーボーディ寺院返還運動は、古くは、仏教復興のために「大菩提協会（Mahabodhi
Society）」を立ち上げたことでも知られるスリランカ僧アナガーリカ・ダンマパーラによって1900
年代初頭に行われたとのことだが、当時は結局返還には至らなかった。ヒンドゥー教側は、ブッダは
ヴィシュヌの化身のうちの一人であるから、仏教もヒンドゥー教の一部でありマハーボーディ寺院が
ヒンドゥー教のものであることに問題はないと主張し、両者の意見は平行線をたどる。
佐々井師による返還運動は、1992年9月に始まる。この時佐々井師はナグプールの仏教徒を引き
連れ、ムンバイからブッダガヤーまで約5,000キロの大行進を敢行した。1992年12月の第二次返還
運動では、デリーの大統領官邸前に500人の僧侶を中心に仏教徒が座り込み市中を行進した。1993
年5月（第三次）には、数万人の仏教徒でマハーボーディ寺院を取り巻き座り込みを行った。その
後、第四－六次と続き、1995年4月（第七次）には、仏教徒50万人を動員しマハーボーディ寺院近
くおよびパトナ市議会会堂脇で座り込みを決行し、最終的に州政府、中央政府からマハーボーディ寺
院管理委員会がインド仏教徒を主軸に構成されることが発表された。73）
返還運動は、その後も第八次（1995年11月）、第九次（1996年11月）、第十次（1997年2月）と
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続く。2003年に佐々井師が国家少数宗教委員会（NationalCommissionforMinorities）の委員に就任
してからは、大規模な返還運動は少なくなるが、同師は同委員会委員任期中も中央政府に対する返還
の訴えを続け、「あと五年間で道を開く自信ができました74）」と返還実現へ向けての抱負を語ってい
る。このマハーボーディ寺院返還運動は、運動自体が散り散りになったインド仏教徒同士の団結を促
し、仏教徒の存在感をインド社会全体にアピールする機会となっている点も見逃せない。
その他、佐々井師は、マハーラーシュトラ州ナグプール近郊にあるマンセル遺跡（紀元400年頃）
とチャイティシュガル州にあるシルプール遺跡（紀元600年頃）という二つの仏教遺跡の発掘も手
掛けている。近年の研究で、両者はナーランダー僧院跡を凌ぐインド国内最大規模の仏教遺跡である
ことが明らかになってきた。特にマンセル遺跡は、王宮と僧院とが隣接した特殊な構造の建造物であ
り、アジャンター石窟を造営したとされるヴァーカータカ王朝（3世紀後半－6世紀中頃）との関連
も判明しつつある。近年世界の考古学者やインド美術研究者たちの注目を集めており、今後さらなる
調査・研究の報告が俟たれるところである。
インド仏教の今後
2001年の国勢調査によると、インドの全人口に対する仏教徒の割合は0.8％、つまり実数としては
約800－900万人と発表されている。しかしながら、山際氏および佐々井師は、インド仏教徒の実数
は1億5千万に及ぶのではないかと推定する。仏教徒の人口が過少申告されている原因の一つとし
て考えられるのは、「指定カースト」に与えられる各種の優遇措置や留保制度を獲得するため、実際
には仏教徒でありながら公的にはヒンドゥー教徒を名乗る「隠れ仏教徒」つまり潜在的な仏教徒が少
なからず存在することである75）。現在では新たに「仏教徒保護法」が定められ、仏教に改宗した後で
も保護が受けられるよう法的整備が進んでいるようである。もう一つの原因として考えられるのは、
調査の遂行方法とその範囲に関する問題である。例えば、ある地区に住む旧不可触民たちが仏教に集
団改宗したにも関わらず、旧不可触民の居住区は立ち入りが避けられる傾向にあるため、調査が正確
に行われず、結果的に仏教徒の数が正確に報告されないケースもあるという。次の国勢調査は2011
年に行われる予定であるが、佐々井師は、次回の調査に向けて、中央政府に「隠れ仏教徒」の問題や
調査官の問題などの改善を要求する所存であるという。
佐々井師は50年後のインドに希望を寄せる。同師はアンベードカルと同様、仏教徒となった人々
に向けて常に教育を受けることの意義と重要性を説いており、現在すでに仏教徒の就学率はキリスト
教徒に次いで第二位であるという。さらに、高等教育を受けた仏教徒の若者たちがインド社会におい
て活躍する時代が到来すれば、旧不可触民の人々の経済的躍進や社会的地位の向上も見込まれる。イ
ンド仏教が本当の意味で復活するのはその時であろうと同師は語る。一方、今後の課題を挙げるとす
れば、教団組織・教義・宗教儀礼の整備、出家僧の育成と生活の保障、海外の仏教徒との交流および
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連携の強化、また国内の仏教徒との親善関係および協力関係の創出および推進、海外への積極的な情
報発信等が考えられるであろう。
７ 結 び
アンベードカルが生涯にわたって推進した社会改革運動は、第一段階としてマハールという1カー
スト（部族）から不可触民全体の動きへ、第二段階として不可触民からシュードラを含む下層カース
ト民全体の動きへと展開していくことを志向していた。そして彼の究極的理想とは、この運動が自由
で平等な社会の実現を願う全インド的運動へと発展していくことであったにちがいない。アンベード
カルは晩年、カーストによる社会差別の根源はヒンドゥー教思想にあり、ヒンドゥー教徒である限り
改革は望めないという結論に至り、ヒンドゥー教を捨て自ら仏教へと改宗した。彼は自身の社会哲学
「自由・平等・友愛」の精神をブッダの教えの中に見出し、結果的に彼にとっての仏教は、社会改革
運動の理論的基礎、不可触民解放のためのイデオロギーとなった。しかしながら、ヒンドゥー・カー
スト間、あるいは不可触民カースト間にすら残る差別の壁は予想以上に厚く、存命中にその理想を実
現することはできなかった。
アンベードカルが志半ばにして世を去った後、その遺志を受け継いだのが日本人僧・佐々井秀嶺師
であった。同師もまた、旧不可触民の解放とインド仏教の復興を生涯の使命とし、ナグプールを拠点
に様々な活動を行ってきた。アンベードカル亡き後、求心力を失った仏教復興運動は、社会（カース
ト／マハール）・政治（留保・優遇制度／選挙）・宗教（ヒンドゥー教／仏教）という三重の構造に縛
られ発展が困難な状況にあった。76） しかし、現在も進行中の佐々井師の先導する一連の仏教復興運動
は、下層民衆を仏教徒として目覚めさせ、ヒンドゥー教およびカーストの壁をも打ち破る底知れない
エネルギーを秘めている。ナグプールという〈地域〉に端を発するインド仏教の再生は、古来のカー
スト制を打破し、インド社会全体あるいはインドという〈国家〉のあり方を根本から問い直す運動で
もあるのである。
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ないこと、②盗みを働かないこと、③配偶者以外の者と性行為を行わないこと、④偽りを述べないこと、⑤酔
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て仏教復興運動に身を捧げることとなる同師の新たな人生の出発点であり、このナーガールジュナの導きが同
師にその後の方向性と強い使命感を付与し、今なお行動の原動力となっている点は見逃せない事実である。
57）「マイノリティ・コミッション」とは、インド国内の少数派宗教、つまりヒンドゥー教を除く少数派宗教
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61）佐々井師は、山際氏による訳書『アンベードカルの生涯』の出版にあたって、「アンベードカル菩薩の弟子
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66）山際［2008:188］参照。
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また佐々井師は、山際訳『アンベードカルの生涯』への寄稿文において、「最早、私の体には日本もインド
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い、肌と肌のささやきあってこそ、法の悦びとして現前するのであります」（山際［1995:302］）とも述べて
いる。
69）佐々井師のこの宗教的寛容性および普遍主義は、同師が宗派を問わず多様な仏教 青年時代の歎異抄との
出会い（浄土真宗）、高尾山薬王院での出家（真言宗智山派）、タイの僧院での修行（上座部仏教）、日本山妙
法寺での宝塔建設事業従事（日蓮宗／法華経）、ナグプールでの活動（現代インド仏教／アンベードカル）
に触れてきたことと無縁ではないであろう。
70）読経されるパーリ経典は、慈しみの心の重要性を説く「メータ・スッタ」（慈経＝『スッタ・ニパータ』
143152）、人間の幸せのあり方を説く「マンガラ・スッタ」（吉祥経＝『スッタ・ニパータ』258269）、仏法
僧およびそれに付随する種々の宝について説く「ラタナ・スッタ」（宝経＝『スッタ・ニパータ』222238）
など、佐々井師がタイでの修行時代に読誦していたものが中心であるとのことである。従って、儀礼面では一
部南伝仏教（上座部仏教）の影響を受けているともいえるであろう。
71）チベット仏教の観音菩薩のマントラで「蓮華の中のマニ宝珠に幸あれ」という意味。
72）仏教徒宅の門前には仏教徒であることを示す法輪が掲げられていることが多い。また各家庭での礼拝対象と
しては、ブッダとアンベードカルのイラストあるいは像が同格で並べられている。その他、現代インド仏教徒
に特有な文化・慣習・儀礼等については、根本［2006］を参照のこと。
73）山際［2008:389444］参照。
74）2009年5月12日付『中外日報』より。
75）「仏教徒」と申告すると政府からの優遇措置が受けられなくなるのは以下の理由からである。「インド政府
は『不可触民制を宗教的に承認してきたのはヒンドゥー教であり、イスラム教、シク教、キリスト教、仏教に
おいて不可触民制は否定されている』という原則に立って、指定カースト保護政策を進めてきた。したがって、
ヒンドゥー教を離れた者は法的には『不可触民』ではなくなり、指定カーストのリストからは外される。その
インド仏教復興運動の軌跡とその現況46
場合、彼らが社会生活において従来通りの差別を受けていることは考慮されない。」（山崎［1979:162］）
76）山崎［1979:167168］参照。
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